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　　　　　　　　　　 短期留学プ ロ グラム の 語学力的効果 ；

　 TOEIC 　Bridge 及び TOEIC ス コ ア に よる リス ニ ン グ能力向上 に つ い て の 検証

Effects　of ’1’wo ・Month 　Homestay 　Program 　on 　improvement 　of 　English　ability 　on 　the

　　　　　　　　　 TOEIC 　Bridge　test　and 　the　TOEIC 　IP　test

千葉　克裕　　（桜の 聖母 短期大学）

1 ．研究の 目的

　桜の 聖母 短期大学で は英語学科 1 年生 を対象 に 2 ヶ 月 間の 北米 ホー ム ス テ イ プ ロ グラム

を実施 して い る 。 平成 6 年 よ り始め られ た プ ロ グラム も平成 16 年度 で 11 回 を数 える 。 そ

れ ぞ れの 年度に お い て 参加者の 帰国後の 英語学習 へ の 取 り組み 態度に は好ま し い 変化 が 見

られ る こ とが 多い が
、 信頼性の あ るテ ス トに よ りプ ロ グラ ム が及 ぼ す英語力 へ の 効果が 客

観的 に検証 され るこ とは無か っ た 。 本研 究で は 1 組 （2 ヶ 月プ ロ グラ ム 参加者 70 名）お よ

び 2 組 （国内学習者 41 名）の 学生に入学時 （4 月 ）及 び 2 ヶ 月留学終了 時 （7 月 ）に 受け

させ た TOEIC 　Bridge の ス コ ア に よ り 2 ヶ 月留学プ ロ グ ラム の 効果 を統計的に 検証する と

ともに 、帰国後約 4 ヶ 月 目に受験 した TOEIC 　IP テ ス トの ス コ ア に よ りその 持続性 を検証

す る 。 本研究 で は 客観性が 高 く、信頼度 も高い と され る TOEIC 　Bridgeや TOEIC の ス コ ア

を統計 的 に比 較 ・検証す る こ とで 2 ヶ 月 間 の プ ロ グラ ム が 学生の 英語 力 向上 に どの よ うな

影 響を及 ぼ して い るか を明 らか に した い 。

2 ．研究の 方法

　本研究の デー タ は 16 年度英語学科入学生 の 入学時お よび 2 ヶ 月 プ ロ グ ラム 終 了時 に学

内 とカナ ダで 同時 に受験 させ た TOEIC 　Bridge　IPテ ス トの ス コ ア 及び 11月 に受験 させ た

TOEIC 　IPテ ス トの ス コ ア を用 い て い る 。 分析方法はそれ ぞれ の 総合点、リス ニ ン グ ・リ
ー

デ ィ ン グの セ ク シ ョ ン 毎の ス コ ア に よる平均点 の 差の 検定 （t一検 定 ；対応 な し）、及 び クラ

ス ご とに総合 ・リス ニ ン グ ・リーデ ィ ン グの 平均の 差 （伸び 率）の 検定 （t ・
検定 ；対応 あ

り）、ク ラ ス ご との 4 月 ・7 月それ ぞれ の リス ニ ン グ、 リ
ー

ディ ン グの 相 関係数の 比 較を行

っ た。また 7 月 に測 られ た英語 力が一
時的なもの か継続的なもの か を確か め るた め に 11月

の TOEIC 　IP テ ス トス コ ア の セ ク シ ョ ン ご との 平均の 差を検証 した。

4 ．結果及び 考察

　入 学時の TOEIC 　Bridge の ス コ ア は、総合 点 ・リス ニ ン グ ・リ
ー

デ ィ ン グの 各ス コ ア 共

に平均の 差 に 有意差は見 られず 1 組 と 2 組 ともに ほ ぼ等質 な集団で あ り入 学時 の TOEIC

Bridge の ス コ ア に 見 る英語 力は ほぼ等 しい とい うこ とが 出来 る 。 （表 1 参照）

　 7 月 の 1 、 2 組の ス コ ア の 平均の 差 を両｛則検定の t 一
検定に よ り検討 した結果 は、総合点

で は p ＝ ．512、 リ
ー

ディ ン グセ クシ ョ ン では p ＝ ．196 と有意差は見 られ なか っ た が、 リス ニ

ン グセ ク シ ョ ン に お い て は p ＝ ．003 と 1 ％水準の 有意差 を見せ た。また 、各組 ご とに リス ニ

ン グ と リーデ ィ ン グの 4 月 と 7 月 の 差を t検 定 （対応 あ り）に よ り検討 した結果 、 2組 は両

方 とも統計 的 に 有意な差を示す得点の 増加 を見せ た が 、 1 組は リ
ーデ ィ ン グセ ク シ ョ ン で

p ＝ ．329 と有意差 が 現れ なか っ た 。 こ の こ とは 、 1 組で 得点が上 昇 して い る もの の 割合が 2
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組 に 比 べ て 低い だ けで な く下落 して い る学生 の 割合が 70 人 中 25 人 （35．　7°

／。 ） と高い 割

合 を示 して い る こ とも
一

因で あ ろ う。 これ は 、 学生 の 多 くが 日常生活 の 中で言語的に も異

文化 へ の 適応 とい う点 に お い て もサバ イ バ ル にそ の エ ネル ギー
の 大半を費や して い る た め 、

リーデ ィ ン グや ライ テ ィ ン グの 授 業の 予 習や 復習 へ の 学習時間の確保 が され に くい 現状を

反映 して い る ため と考え られ る 。

表 1　 4 月 ・7 月 （Bridge） 11 月（TOEIC 　IP）得点 （平均点）状況

毛組 2 組

L R 総合 L R 総合

4 月 63．60 61．83 125．43 62．6359 。95 122．59

7 月 72．29 62．69 134、97 67．7465 ．18 132．92

増減 8．69 0．86 9．54 5．ll 5．23 10．33

11 月 245。72 131．30 377．03 218．85143 ．33 362．18

　 11 月 の TOEIC の ス コ ア は総合 点で 1 組 が 15 ．5 点上回 っ てい るが 、平均の 差の 両側

t ・
検定の 結果 は p＝ ．336 と有意差 は見 られ なか っ た。また、リーデ ィ ン グセ クシ ョ ン は 2 組

が 12 点ほ ど上 回 っ て い るが 、p ＝ ．336 とやは り統計的有意差は 見 られ ない 。 しか し、 リス

ニ ン グセ ク シ ョ ン で は 1組 が 平均 26 ．85 点、有意確 立で p ＝ ．005 の 有意差を示 した 。

　帰 国後は い ず れ の 組 も学内にお い て 全 く同 じカ リキ ュ ラ ム で 学習 して い る こ とを考 え る

と 11 月 の リス ニ ン グス コ ア を見 る限 り、 2 ヶ 月 間 の 海 外 生活 で獲得 した リス ニ ン グ能力

は 4 ヵ月後で もそ の 差を維持 して い る と考え られ る 。

　 以 上 の 結果か ら 2 ヶ 月 間の 海外ホ
ー ム ス テ イ は 、 リ

ー
デ ィ ン グ能力 には ほ とん ど影響 を

及 ぼ さなか っ たが 、 リス ニ ン グ能力の 向上 に は顕著な効果を示 した とい え よ う。

注 ： 統計処 理 に は SPSS 　V 　12 （日本語版） を使用 した 。
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